
　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し

て
は
ご
家
族
、
又
社
員
の
方
々
と
共
に
清
々
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
３
年
前
か
ら
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
が
未
だ
に
終
息
の
目
途
が
た
た
ず
第
８
波
の
リ
ス
ク
も
拭
い

き
れ
な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
又
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
長
期

に
亘
り
継
続
中
で
あ
り
、
経
済
的
に
は
ド
ル
高
円
安
に
て
物
価
の
上
昇
等

重
大
な
事
項
が
続
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
当
工
組
の
最
重
要
課
題

で
あ
っ
た
調
査
業
務
の
入
札
が
昨
年
８
月
に
実
施
さ
れ
苦
難
の
末
、
受
注

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
よ
っ
て
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
13
年

３
月
31
日
ま
で
の
８
年
間
京
都
エ
リ
ア
の
調
査
業
務
を
引
き
続
き
関
西
電

力
送
配
電
㈱
様
よ
り
受
託
し
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
件
に

つ
い
て
は
調
査
セ
ン
タ
ー
関
係
者
、
事
務
局
及
び
三
役
が
一
丸
と
な
っ
て

提
案
用
書
類
、
実
勢
単
価
等
の
検
討
を
長
期
に
亘
っ
て
精
査
し
た
結
果
、

受
注
に
結
ぶ
こ
と
に
な
り
大
変
感
謝
を
致
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
今
期
中
に
青
年
部
の
理
事
枠
を
設
け
る
件
に
つ
い
て
現
在
理
事

会
に
て
熱
い
議
論
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

ご
承
知
の
通
り
青
年
部
は
、
組
合
の
活
性
化
と
充
実
に
寄
与
す
る
重
要

な
存
在
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
全
国
的
に
業
界
理
解
促
進
交
流
事
業
や
電
気

使
用
安
全
月
間
に
お
け
る
Ｐ
Ｒ
活
動
の
推
進
を
始
め
と
す
る
、
様
々
な
組

合
事
業
へ
の
連
携
活
動
を
積
極
的
か
つ
主
体
的
に
行
い
、
大
き
な
成
果
を

挙
げ
て
い
ま
す
。
特
に
青
年
部
活
動
の
大
き
な
柱
と
な
っ
て
い
る
業
界
理

解
促
進
交
流
事
業
に
つ
い
て
は
、
電
気
工
事
業
界
の
緊
急
の
課
題
で
あ
る

「
業
界
の
認
知
」
と
「
若
年
層
の
入
職
者
拡
大
」
に
お
い
て
重
要
な
活
動

を
果
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
近
代
の
技
術
革
新
等
に
よ
る
時
代
の
変

化
は
急
激
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
組
合
と
し
て
対
応
し
て
い
く
た
め
に

は
、
青
年
・
壮
年
世
代
で
あ
る
青
年
部
の
対
応
力
は
必
須
の
も
の
で
あ
り

ま
す
。
よ
っ
て
青
年
部
は
組
合
役
員
の
後
継
者
の
育
成
の
場
、
又
次
代
を

担
う
経
営
者
と
し
て
の
資
質
向
上
を
図
る
場
と
し
て
さ
ら
に
は
組
合
活
動

推
進
の
担
い
手
と
し
て
大
い
に
活
躍
し
て
頂
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
の
干
支
は
「
十
支
」
が
「
癸

み
ず
の
と」
で
十
二
支
が
「
卯
」
な
の

で
「
癸
卯
年
」
と
な
り
、
こ
れ
か
ら
新
た
な
生
命
が
成
長
し
よ
う
と
し
て

い
る
状
態
を
表
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
よ
っ
て
調
査
業
務
、
青

年
部
理
事
枠
が
新
た
な
組
合
の
成
長
株
と
な
る
様
に
願
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
今
年
も
組
合
員
様
の
事
業
の
更
な
る
ご
隆
盛
、
ご
多
幸
を
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

京
都
府
電
気
工
事
工
業
組
合

理
事
長
　
植
田
隆
夫
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　あけましておめでとうございます。組合員の皆さまに
おかれましては、つつがなく新しい年をお迎えのことと
お慶び申し上げます。
　新型コロナとの闘いも３年になろうとしています。長
きにわたり感染防止対策に取り組んでいただいている皆
さま、そして、医療従事者をはじめ関係の皆さまに、心
から感謝と敬意を表します。
　昨年は新型コロナの拡大に加え、ロシアによるウクラ
イナ侵攻や世界的な物価高、さらに記録的な円安などに
見舞われ、今も社会生活への甚大な影響が続いています。
こうした情勢の中でも安心して豊かに暮らし、将来に向
かって夢を抱くことができるよう、「あたたかい京都づ
くり」を進めていくことを決意し、総合計画を１年前倒
しして改定しました。同計画に基づく施策を令和５年度
当初予算に盛り込みます。
　「時が物事を変えると人は言うが、実際は自分で変
えねばならない～ They always say that time changes 

　あけましておめでとうございます。
　この一年の皆様の御多幸をお祈りいたします。
　さて昨年は、コロナ禍から市民の皆様の命と健康、暮
らしを守り抜く。持続可能な行財政の確立に向けて改革
に邁進し、危機克服へ前進を見た一年でした。皆様の御
理解と御支援に心から感謝申し上げます。
　また、「地域の絆、伝統文化の灯を絶やさない」。多く
の方々の御尽力で、感染防止策を徹底しつつ、地域活動
が再び盛り上がりを見せた年でもありました。時代祭、
祇園祭をはじめ、各地での行事等に感激しました。
　そして本年、いよいよ文化庁が京都へ。また、京都芸
大・美術工芸高の崇仁地域への移転や、東九条、梅小路、
菊浜をはじめ、全市で文化を基軸とした取組が飛躍しま

things, but you actually have to change them yourself
～」。これは米国の芸術家アンディ・ウォーホルの言葉
です。今年３月、いよいよ文化庁が京都で業務を開始し、
明治維新以来初の中央省庁移転が実現することとなりま
した。彼が言うように、この歴史的な出来事が私たちに
何をもたらすかではなく、私たちがこの機会をどう活か
していくかが問われます。「文化の都・京都」の実現に
向け、国と地方が連携して日本各地の文化に光を当て、
世界へ発信し、ここ京都から新たな文化の潮流を起こし
たいと考えています。
　この他、「社会で子どもを育てる京都」の実現に向け、
子育て環境日本一の取り組みを進化させてまいります。
また、京都の強みである大学の「知」と学生の「力」を
積極的に地域や企業に取り入れ、京都の活力を生み出し
てまいります。そして新名神高速道路開通や、大阪・関
西万博開催などの好機を活かし、京都の発展に取り組ん
でまいります。
　今年は卯年です。その愛らしい姿と温厚な性質で「家
内安全」を、跳躍する姿で「飛躍」を象徴するウサギの
年にふさわしく、皆さまと共に「あたたかい京都づくり」
へ邁進してまいる所存です。
　今年一年の皆さまのご健勝とご多幸を心からお祈り申
し上げ、新年のごあいさつといたします。

す。文化芸術が経済価値を生み出し、経済が文化を支え
る。京都ならではの文化と経済の好循環を創り出し、暮
らしの豊かさに繋げてまいります。
　さらに、京都の景観の骨格を守りつつ、まちの発展を
目指した都市計画の見直し、企業誘致や子育て支援等の
取組で、住む場所・働く場を創出して若い世代にも選ば
れるまちへ。同時に、脱炭素・環境保全の取組、ウクラ
イナ・キーウ市への支援等を通じて、世界平和や SDGs
の達成にも貢献していく決意です。
　一方、本市の厳しい財政状況。多くの方からその原因
を聞かれます。大きな要因の一つが、国の「三位一体改
革」。17 年の間に、成長戦略等で本市の税収は 330 億円
増加も、国からの地方交付税は 612 億円減少し、差し引
き、年間 282 億円の減に。この間、職員 3,800 人削減等
の改革も断行。財政が厳しくとも、全国トップ水準の福
祉、教育、子育て支援、安心安全等の施策を維持向上さ
せてきましたが、その中で、将来の借金返済のために積
み立てている公債償還基金の計画外の取り崩しを余儀な
くされました。そこにコロナ禍です。

京都市長  

京都府知事  西 脇 隆 俊

「あたたかい京都づくり」へ迈進「あたたかい京都づくり」へ迈進

「行財政改革」と「文化を基軸とした成長戦略」で京都を未来へ「行財政改革」と「文化を基軸とした成長戦略」で京都を未来へ
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　明けましておめでとうございます。謹んでお慶び申し
上げます。
　京都府電気工事工業組合の皆さまにおかれましては、
平素より弊社事業運営に格別のご支援とご協力を賜り、
厚く御礼申し上げます。
　昨年を振り返りますと、新型コロナウイルス禍により
制限されていたインバウンドが増えるなど、ウィズコロ
ナ・アフターコロナに向けた落ち着きが見え始めました。
京都においても徐々に観光客が戻りつつあり、明るい兆
しも見え始めてきましたが、第８波による感染再拡大が
懸念されるなど、余談を許さない状況が続いておりま
す。そのような中でも、貴組合の皆さまにおかれまして
は、感染防止対策に万全を期しつつ、「電気使用安全月間」
をはじめとした各種取り組み、ならびに電気工作物の施
工および調査業務を通じて、一般電気工作物の保安確保
と電気火災・災害防止に尽力いただき、改めて御礼申し
上げます。
　さて、電気事業を取り巻く情勢ですが、本年 4 月より、
送配電設備の確実な増強・更新と同時に、コスト低減・
効率化を両立するための新たな託送料金制度が始まりま
す。本制度は、近年激甚化する自然災害への備えとして
の電力インフラのレジリエンス強化や、電力のゼロカー
ボン化に向けた再エネ電源の連系拡大等の社会的要請の
高まりを受け、2020 年６月に成立した「エネルギー供
給強靭化法」に基づき導入されるものです。
　弊社においても、こうした制度改革を含む事業環境の
変化に対応し、お客さまや社会のみなさまのニーズにお
応えし続けるため、第 1 規制期間（2023-2027 年度）に
取り組む目標としての事業計画を策定しました。具体的
には、電気の安全・安定供給はもとより、再エネ主力電
源化とレジリエンス強化に対応した送配電設備の拡充・

　こうした実情を改めて全てご説明し、一昨年８月に「行
財政改革計画」を策定しました。３年間を集中改革期間
とし、皆様の御理解の下、全庁挙げて徹底的に改革を進
めた結果、この２年間で計画を大きく上回る収支改善

（447 億円）を達成。公債償還基金の枯渇は回避し、また、
本市が返済の責任を負う市債残高は、市長就任以降、全

保全計画、系統の次世代化に向けた投資計画および、「カ
イゼン」活動を軸としたＤＸ（デジタルトランスフォー
メーション）の推進による業務改革や、仕様の統一化等
による資機材調達コストの削減といった効率化計画を織
り込んだ計画としております。新制度を迎えるにあたっ
て、光通信網やセンサー技術を活用した配電網高度化に
よる再エネ接続量の拡大やレジリエンス向上、スマート
デバイスやドローン等を活用した効率的な設備保全の実
施、AI やビッグデータ等の活用による合理的な設備形
成や設備高経年化への対応、それらを支える人財の育成・
技術継承などを着実に進めていく所存でございます。
　その中でもレジリエンスに関する取り組みにおいて
は、一昨年に京都府様と締結させて頂きました「大規模
災害における停電復旧の連携等に関する基本協定」を⽪
切りに、昨年迄に新たに京都府下１３の自治体様と防災
協定を締結させて頂きました。本協定は地震及び風水害
等による大規模災害が発生した場合に、各自治体様およ
び当社が相互に連携・協力し、迅速かつ的確に対応する
ことで停電の早期復旧を進めることを目的としておりま
す。引き続き、各自治体様との連携を深め、更には貴組
合とも連携を図りながら、社会の皆さまの暮らしを支え
るという使命を果たしてまいります。
　このように、今後、ＥＶの普及推進を含む電化と、再
生可能エネルギーの導入拡大が進んでいく中で、社会を
支える基幹エネルギーである電気エネルギーの重要性は
益々高まってまいります。電気のご利用を通じて社会の
皆さまの「当たり前」を守り、つくる企業として、引き
続き、電気の保安レベルの向上と効率化の同時達成を
図ってまいりたいと考えております。貴組合におかれま
しても、電気事故の未然防止に尽力をお願いするととも
に、皆さまが長年培われた高い技術力と信頼で地域社会
のご期待に応えられ、社会の更なる発展に貢献されるこ
とを期待しております。
　結びにあたり、本年が京都府電気工事工業組合の皆さ
まにとりまして、実り多き年になりますとともに、益々
のご発展、ご健康とご安全を祈念いたしまして、新年の
ご挨拶とさせていただきます。

会計で 3,800 億円、19％削減。皆様の御協力に深謝。
　依然難局は続きますが、「若い世代に負担の先送りは
しない」との覚悟を胸に、皆様への丁寧な説明に留意し
ながら、全力投球します。この間の御理解と御支援に心
から感謝し、一層の御指導をお願い申し上げます。
　　

関西電力送配電株式会社
京都支社 電力本部

　　　　部長  濱田　陽一

「社会の期待に共に応え続けるために」 「社会の期待に共に応え続けるために」 
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１. 日　時 令和５年３月９日（木） 　９：30～16：30
２. 場　所 中央電気倶楽部（大阪市北区堂島浜２－１－２５）

３. 内　容  ①高圧受電設備の概要
②機器の規格・法律
③ モデルスケルトンに基づく機種選定と

解説
４. 定　員 ２８名（定員に達し次第締め切ります）

５. 受講料 工事組合員 一　般 協会会員
9,600 円 10,400 円 8,400 円

６. テキスト 当日、会場でお渡しします。

１. 日　時 令和５年３月17日（金） 　９：30～17：00
２. 場　所 一般財団法人関西電気保安協会人財開発

センター別館
（大阪市西区北堀江３丁目１－１６　牧野ビル ８階）

３. 内　容  （１） 高圧機器（CB、DS、LBS）のメンテナ
ンス方法の解説および実習

（２）耐電圧試験方法の解説および実習
（３） 各種保護継電器（GR、OCR）の試験方

法の解説および実習
４. 定　員 ２４名（定員に達し次第締め切ります）

５. 受講料 工事組合員 一　般 協会会員
9,600 円 10,400 円 8,400 円

６. テキスト 当日、会場でお渡しします。

「高圧受電設備機器選定講習会」
ご 案 内

「高圧受電設備保全講習会〈機器保全〉
（下期）」ご 案 内

（一社）日本電気協会関西支部（大阪市北区堂島浜 2-1-25）
 Tel：06―6341―5096　Fax：06―6341―7639
ホームページからお申込み下さい。【HP：http://www.jea-kansai.jp/】 
□ホームページをご利用できない方は、電話をお願いします。
　｢申込み用紙｣をＦＡＸでお送りします。 
□定員になる場合もありますので、事前にお問合せ下さい。

【 各 講 習 会 の 申 し 込 み 先 】

１. 日　時 令和５年３月10日（金）　10：00～16：30
２. 場　所 日本電気協会 会議室（大阪市北区堂島浜２－１－２５）

３. 内　容（１）系統現象の種類
（２）系統現象
　　　　 短絡、地絡事故、高調波、電圧フリッカ、

瞬時電圧低下、インバータ（負荷）機器
の留意事項

（３）その他、様々な電気現象
（４）各種波形とトラブルメカニズム例　他

４. 定　員 ２８名 + Zoom 視聴３０名
（定員に達し次第締め切ります）

５. 受講料 工事組合員 一　般 協会会員
9,600 円 10,400 円 8,400 円

６. テキスト 当日、会場でお渡しします。
（Zoom 視聴の方には事前に送付します。）

「 系 統 現 象 講 習 会 」
 ( オンライン〈Zoom 視聴〉選択可） ご案内京電サイクル

案 内 とと 連連 絡絡

各種試験 ・講習会のお知らせ

NC-AVA250シリーズ（250m㎡対応）

注意：外観、能力、仕様、価格はお断りなしで変更される場合がございます。

軽量 4.3kg

㈱西田製作所

◆AC100V使用可能!（別売変換アダプタ）
◆4.0Ah高容量バッテリは驚異の圧着回数!
◆バッテリは２年保証 または 充電1500回数保証
◆充電器はUSBチャージ可能!

HIGH SPEED! HIGH POWER!

世界最速250m㎡圧着完了７秒台！
ブラシレスモータ仕様！新世代36V！

NEW!
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　職別国保組合では、保健事業の一環として「インフルエンザ予防接種」費用の助成制度を
実施しています。つきましては、下記の通りの流れで助成されますので、順序に従って組合
本部まで申請していただきますようお願い申し上げます。

記

■対 象 者 　
　 65歳未満の当電気支部の被保険者
     （扶養家族も含む） 
■接種期間
　 令和4年10月1日～令和5年1月31日
■助 成 額
　 １名につき¥2,000を限度に年度内１回
　 に限る。
■申請期限
　 令和5年2月末日（厳守）

❶ 「インフルエンザ予防接種」を受ける。
❷ 領収書を貰う。
     （お名前、インフルエンザ予防接種等、記載のある
   　 もの。 金額のみのレシートは不可）
❸ 「インフルエンザ予防接種助成金申請書」　
　 と領収書（コピー）を組合へ FAX する。
　 （FAX 075-672-1947）
　※郵送での送付時の領収書はコピーでお願いします。

申請書に記入された銀行口座へ助成金が振り
込まれます。

インフルエンザ予防接種の助成制度について

※「インフルエンザ予防接種助成金申請書」を紛失された場合は、組合までご連絡下さい。
                                                                                      (TEL 075-672-4311)

職別国保電気支部からのお知らせ職別国保電気支部からのお知らせ職別国保電気支部からのお知らせ

令和４年 12 月２日（金）　
　福井県小浜にて職別国保電気支部理事会・互助会幹事会が開催されました。

　先日開催されました臨時総会の結果
をふまえ、今後の電気支部の運営につ
いて貴重な意見交換がなされました。
　健康保険を取り巻く環境は年々厳し
くなってきております。
　今後の電気支部の運営に一層邁進し
ていこうと執行部一丸となった理事会
となりました。

職別国保電気支部・互助会の北部理事会報告職別国保電気支部・互助会の北部理事会報告

懇親会にて乾杯の発声の中村理事
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　京都電気技術専門学院において
「第一種電気工事士技能試験受験対策講習会」
を１２月３日（土）・４日（日）に実施いたしました。

　京都電気技術専門学院において
「第二種電気工事士技能試験受験対策講習会」
１２月１７日（土）・１８日（日）に実施いたしました。

　14 名に参加をいただき、入館時
の検温・ソーシャルディスタンス・
全員のマスク着用・定期的な換気・
消毒等、コロナウィルス感染症対策
を徹底し、一人でも多くの方が試験
に合格できるよう出題傾向に沿った
重要点の講義、10 課題を実際に作
成し詳しい解答解説を行い、充実し
た２日間となりました。

　19 名に参加をいただき、実際に 13 課題を作成し制限時間内
に完成できるように詳細の解答解説が行われました。また経験
の少ない方、工具の使い方に不安のある方のため 16 日（金）
に基礎講座も実施し、充実した３日間となりました。

『第一種電気工事士技能試験受験対策講習会』『第一種電気工事士技能試験受験対策講習会』
を開催しましたを開催しました

『第二種電気工事士技能試験受験対策講習会』『第二種電気工事士技能試験受験対策講習会』
を開催しましたを開催しました



令和5年1月10日　（毎月10日発行）　平成３年６月４日　（第三種郵便物認可） 第562号

7

　季節も冬となり寒くなってまいりました。
　令和４年度【５０期生】の学院生たちは年齢も近く、
和気あいあいと授業を受けています。
　入学時と比べてかなり技術力もついてきましたので、
今回は２人１組で課題を作成しました。

●●保保安安管管理理業業務務  ●●竣竣工工・・年年次次試試験験  ●●官官公公庁庁届届出出業業務務
●●省省力力・・合合理理化化立立案案  ●●電電気気のの安安全全啓啓発発、、周周知知、、相相談談ななどど

確確かかなな技技術術でで施施工工さされれたた電電気気設設備備をを  
安安全全管管理理ででおお手手伝伝いいししまますす  

『『電電気気主主任任技技術術者者』』ををおお探探ししののおお客客ささままははいいららっっししゃゃ  
いいまませせんんかか？？  
そそののよよううななおお話話をを聞聞かかれれたた場場合合、、当当協協会会ままででごご一一報報をを  
おお願願いいししまますす。。  
電電気気保保安安管管理理のの契契約約がが成成立立ししたた場場合合はは、、ごご紹紹介介料料ををおお  
支支払払いいささせせてていいたただだききまますす。。  

 
お客さまの 
ご紹介を 

お願いします‼ 

一般社団法人 関西電気管理技術者協会 京都支部 
電話 075-351-7346 ＦＡＸ 075-351-7348 

卒業までもう少しです、卒業までもう少しです、
　　　頑張ってください！　　　頑張ってください！

『京都電気技術専門学院の学院生たち』『京都電気技術専門学院の学院生たち』をご紹介しますをご紹介します
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謹 賀 新 年
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京都府建設業職別国保電気支部

職業訓練法人 ケー イーシー
京 都 電 気 技 術 専 門 学 院

謹 賀 新 年
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理 事 長　　藏　岡　一　彦　　　　理　事　　小宮山　俊　朗　　　　監　事　　和　田　哲　也

副理事長　　鶴　田　哲　司　　　　理　事　　鳥　居　正　彦　　　　監　事　　井　上　大　輔

　　　　　　　　　　　　　　　　　理　事　　木　下　喜　隆

京都府電設資材卸業協同組合
京都市伏見区竹田東小屋ノ内町５２番地　　ＴＥＬ　075－602－1899
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配送費のご負担・車上渡しに、ご理解ご協力をお願い申し上げます
～商品のお届けは、営業時間内に完了できますよう早めのご注文をお願い致します～

謹 賀 新 年
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新
春
を
迎
え
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
す
。
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

っ
て
仕
事
や
生
活
の
あ
り
方
が
大
き
く
変
わ
り
、
家
族
や
友
人
は
も
と
よ
り
、
人
と
人
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ

に
改
め
て
気
づ
く
事
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
京
電
工
報
も″
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
た
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
お
役
に
立
て
る
工
報″
に
な
る

よ
う
、
編
集
部
員
一
同
で
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

謹
ん
で
新
春
の
ご
祝
詞
を
申
し
上
げ
ま
す

謹 賀 新 年
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（１）開催日時／ 12月21日（水）13時30分
（２）開催場所／京都電気技術専門学院
（３）出 席 者／理事22人 　監事4人
　　  　（欠席）　理事11人　 監事1人
　　  議　長　　植田　隆夫
　※ 理事会前　住友生命より全日電工連
　　｢グループ共済制度｣ の加入案内について説明。

《報告事項》
◆役員の退任報告
　堺隆充理事（令和4年11月30日 組合脱退）
◆表彰関係
　 「全国中小企業団体中央会会長表彰」植田隆夫氏
（11/10） ｢優良労働保険事務組合知事表彰｣ 京都府
電気工事工業組合（11/17）
◆全日電工連関係　
　 事業推進委員会（10/28） 
　 電気工事技能競技全国大会競技員･技能競技委員会

合同会議（11/8） 
　全日電工連総合サービス取締役会（11/24） 
　理事会（11/30） 
　第４回電気工事技能競技全国大会（11/30、12/1） 
　全国青年部会員大会（12/2）
　 理事会､ 全国理事長会､ 米沢会長旭日重光章受章祝

賀会（12/16） 
　 全国女性部連絡協議会 ｢執行部会｣ Zoom開催（1/18）
◆関西工業会関係　
　 常務委員会(10/25、12/19、1/23）
　電気工事技能競技全国大会企画委員会（10/27）
　 電気工事技能競技全国大会合同練習会（11/12） 
　でんせつ編集委員会（11/28）
　一般用電気工作物調査業務連絡会議（12/8）
◆�第７回理事会（10/24）の議事録
　前回質問事項について議題にて協議。
　出席者全員異議なく確認

《議　　題》
１. 組合員加入承認、脱退報告について
　   森川総務委員長から資料により加入者２人、脱退

者５人を報告、承認。
２. 青年部理事枠について
３. 役員推薦会議運用規則の一部改正にについて
　  森川総務委員長から資料により青年部理事枠設定

の意向を説明、役員推薦会議運用規則の一部改正
案を説明、報告。青年部理事枠を設ける件、役員
推薦会議運用規則の一部改正の件につて投票の結
果、賛成多数で可決された。

４. 令和５年新年賀詞交歓会について
　  森川総務委員長から令和５年１月10日の新年賀詞

交歓会の次第について報告、承認。
５. その他
・名誉理事長について
 　  松井名誉理事長が名誉理事長職を辞任されたこと

を報告。
・ 通常総代会までのスケジュールについて、事務局よ

り説明、報告。

各委員会、ＫＥＣ、青年部、女性部会、職別国保電気
支部、電気消防設備団体連絡協議会、各支部より報告、
監事所見の後、理事会を終了。　　　

（総務委員会）

   《内 容》
　●新規加入手続き費用は無料と
　　しました
　●新規組合加入紹介者報奨金
　　20,000 円をお支払いします

◉問い合わせ先…組合事務局／☎ 075-672-4311

組合員増強のお知らせ

第8回 第8回 理事会報告理事会報告
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　皆さんの座右の銘は何でしょうか？私の座右
の銘はいくつかあり、その中でも一番厳しいも
のとして「乾

けんこんいってき

坤一擲」があります。
　「乾

けんこんいってき

坤一擲」は、大勝負に出ることを意味し、
チャレンジ精神やここ一番で勝負に出られる勇
気、またはプレッシャーに対して強靭なメンタ
ルを持っていることを表す四字熟語です。
　特にこの言葉が好きという事ではありません
が、高校時代にやっていたクラブ活動の顧問の
先生から卒業時に貰った言葉で、後輩達のメッ
セージと共に寄せ書き色紙の真ん中に力強く書
かれています。
　先日、その先生を中心にあらゆる世代が集
まって夕食を共に致しました。私がその先生が
来られた初代ですので、そこに集まった 11 人
の元剣士（半分は現役剣士）は、初めて顔を合
わす後輩も・・・
　この先生、初めて赴任された時は 25 歳で私
は 18 歳。まるで兄貴の様に思っていました。
しかし、練習は厳しく、楽しいクラブ活動が辛
い時間になり、サボる事ばかり考えていまし
た。そんな中の春季大会、ベスト８をかけての
試合で初めての大将戦を経験しま
す。１本でも取られたら負け。中学
から私を慕ってこの剣道部に入っ
てくれた後輩が繋いでくれた一番
勝負‼「武者震い」を全身で感じま
した。緊張の「はじめ‼」の合図。「焦
るな焦るな、１本で決まる。」爆発
しそうな心臓の音を感じながらの
「面～ん！」。
　決まった。

　２本目に入るまでの間、仲間は「逃げろ！」
と叫んでいる。私は先生の顔を見る。腕を組ん
だまま私を見つめる目は「行け！」と言ってく
れている。２本目の「はじめ！」の声。数秒後
２本目の「面」を決めた。
　この時からでしょうか。「ここ１番の勝負強
さ」を獲得したのは。
　そんな私をこの先生、「お前はホンマに高校
生時代から変わった奴やったな。いつも酔っぱ
らってるみたいで、ふてぶてしくて、冷めて
て。」「先生ぐらいやで、そんなこと言うのん。」
とふくれっ面で言う私は、「先生のおかげです
よ。今の私があるのは…」と心で呟きながら笑
うのでした。
　今や母校は、剣道界で全国にその名を轟かす
有名校。40 年もの間教鞭をとってこられた先
生。生意気だった私達から始まり、何百人もの
剣士を育ててこられた方の大切の言葉。
　あと何回「ここ１番」を出す場面があるんだ
ろう？いやいや何回も「ここ１番」あったらあ
きませんやん（笑）
　少し萎れかけてた心に、先生の気合いと後輩
たちの優しさを貰った冬の始まりの夜。

下支部　北川 麻弓

「座右の銘」

先生を囲んで集う11 剣士
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１日㊍ 第４回電気工事技能競技全国大会
〔技能競技〕

２日㊎ 職別国保電気支部理事会・互助会幹事会
全国青年部会員大会

３日㊏ 第一種電気工事士技能試験対策講習会
（KEC主催　４日も）

７日㊌ 職業訓練法人ケーイーシー理事会
京都電気消防設備団体連絡協議会事務局会
議（五嶋局長）

８日㊍ 関西電気工事工業会一般用電気工作物調査
業務連絡会議・竣工調査業務電子化に伴う
説明会（各調査センター長他）

12 日㊊ 京都電気消防設備団体連絡協議会役員会・
京都府、京都市との意見交換会（門野副理
事長他）

16 日㊎ 全日電工連理事会・全国理事長会・米沢会長旭
日重光章受章祝賀会（植田理事長）
職別国保本部理事会（国保電気支部役員）
第二種電気工事士技能試験対策講習会（KEC
主催　17・18日も）

19 日㊊ 関西電気工事工業会常務委員会・電材流通
新聞座談会（植田理事長）

20 日㊋ 電気工事技能競技全国大会慰労会
21 日㊌ 三役会、理事会、

三役・総務委員・青年部・事務局意見交換会

健康保険料の引落口座に【京都北都信用金庫】が利用できるようになります。

　　　　
★利用開始日：令和５年４月分保険料より（令和５年３月上旬引落）予定

詳しくは電気支部まで
ＴＥＬ ： ０７５- ６７２- ４３１１

   代 表 者       
【伏見地区】
 ◇大山電機／代表者　大山　高史
　 京都市伏見区小栗栖中山田町 10-1　☎ 075-571-9971
 ◇徳田電気／代表者 徳田　大晃
　 京都市伏見区淀生津町 235-177

【伏見地区】
◎㈱訓電／代表取締役　山本　訓寛
　京都市伏見区羽束師菱川町 531　☎ 075-874-7429

【右 京 地 区】 堺電機／代表者　堺　隆充
【西 京 地 区】 ホクシン電気／代表者　小路　信夫
【伏 見 地 区】 髙矢電気商会／代表者　髙矢　敏雄
【宇 治 地 区】 下岡電気商会／代表者　前田　竹三
【宮 津 支 部】 浜野電気工業／代表者　濱野　俊一

12 月 本 部 日 誌組合員のうごき

　 変　更

　 新規加入

　  脱　退
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SEINENBU

会 員 制 倶 楽 部

青　年　部

　コロナ禍の中でもあり、感染症に細心の注意を払
いながら、今回もリアルパートとして、実演、体
験、展示、即売をテーマにした産業フェアとなり、
16 団体の参加となりました。我が工組は、子供電
気工事体験を 40 分で８コマ、講師は、植村副委員長、
青年部より尾田副委員長、上山委員の個性派３名で
のお出迎え、子供たちにヘルメット腰袋を装着させ、
電線の⽪むき結線作業の補助、照明回路を結線させ、
電気の仕組みを理解させ点灯テストをし、見事点灯
すれば写真撮影し免状発行を行いました。
　最後にご両親（主に奥様方）に電気工事と男の魅
力を伝えて頂きました。延長コード製作は、小山委

員様にコード製作をして頂き、30 分 12 コマにて辰
本委員、高山委員、私とで行いました。会場オープ
ンで即、両体験予約完売となる盛況ぶり、毎年来ら
れている方やお年寄り、子供たちも多数参加して頂
けました。
　最後に締付マーキングをし、電気工事士として商品
を提供する際は、現場の送電確認より緊張致しました。
ものづくりの醍醐味に接した体験となりました。
　今年は、受付写真撮影で翻弄して頂いた津田委員
長はじめ事務局・委員会・青年部会員の皆様・本当
にお疲れ様でした。

伏見支部青年部 副部長　植田　通

11 月５日、京都パルスプラザにて開催されました。
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　　　　　　　11 月 17 日、京都リサーチパークに於いて
　　　　　　　　「設備業ＤＸフェア ｉｎ ＫＹＯＴＯ」が開催されました。

　働き方改革を通して“効率化”や“生産性向上”が求められる中、電気工事業界のＤＸ化に大いに役
立つ、様々なＩＴ化の取り組みが色々な形で始まっています。
　50 社を超える皆様に事前登録を頂き、当日は多くの方がご来場下さいました。女性部会からも北川
部会長、両角副部会長と共に主催の一端を担うスタッフとして、普段とは違い、作業着の上着を着用し
て参加させて頂きました。
　様々なＩＴソリューションの展示で賑わう会場の隣では、興味
深い内容のお役立ちセミナーも開催され、特に、実際に業務のデ
ジタル化を進めておられるスペシャルプレゼンターのお話は、具
体的な例で大変解りやすく、私達も一緒に楽しく学ばせて頂きま
した。
　身近な業務をＩＴ化することから、オフィスと現場の相互サ
ポートの効率化が図られ、結果的にＤＸを目指すことにつなが
る、ということが、ひいては設備業界が抱える人手不足や技術継
承などの課題解決にも向かうとのお話もありました。まだ耳慣れ
ない言葉や変化に戸惑うこともありますが、小さな一歩が明るい
未来へ続くことを期待したいと思います。

女性部会 副部会長　瀧田　光穂

DX フェア会場 DX フェア まもなくスタート 

DX フェア部会旗前で 

セ ミ ナ ー 風 景 ▲  

「設備業ＤＸフェア ｉｎ ＫＹＯＴＯ」「設備業ＤＸフェア ｉｎ ＫＹＯＴＯ」「設備業ＤＸフェア ｉｎ ＫＹＯＴＯ」
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　12 月１日、女性部会の活動として初めての遠征、横浜へ。

　盛大な開会式から始まり、全国から集まった数多くの精鋭たちの
熱い戦いが繰り広げられました。高校生の部は我が子と同じ年なの
で、暖かく母親目線で見ていましたが、優勝した選手のスピーチは
とてもしっかりしていて、将来が楽しみだと感心しきり。女性の部
は小柄なのに重たい腰道具を付けて手際よく作業する姿を羨望の眼
差しで見ていました。一般の部では 54 名の選手が参加、京都代表
の和泉さんもご健闘されていました。この日のために長期間にわた
り仕事の合間を縫って練習、準備をされた選手・関係者の皆様、大
変お疲れ様でした。
　若手の担い手を増やし育てるのが電気工事業界の最大の課題であるのは誰もが周知の事実です。この
ような競技大会を開催することで、さらに電気工事士の魅力・カッコ良さが披露できる機会が増え、若
手・女性の雇用促進に繋がることを期待しています。

女性部会 副部会長　両角　美登里

技 能 大 会 表 彰 式

技能大会会場バックに

女 性 の 部 競 技 風 景

技 能 大 会 会 場 入 り 口 ▶  

第４回電気工事
技能競技全国大会

in横浜アリーナ

第４回電気工事
技能競技全国大会

in横浜アリーナ

第４回電気工事
技能競技全国大会

in横浜アリーナ



令和5年1月10日　（毎月10日発行）　平成３年６月４日　（第三種郵便物認可）第562号

20

令和5年度《第51期生》

学 院 生 募 集

【交通機関】
●JR 京都駅から徒歩20分
●京阪・JR東福寺駅から徒歩10分
●市バス九条河原町から徒歩2分
●地下鉄九条駅から徒歩5分

第二種電気工事士科
■夜間部（1年）
■定員15名

●入学資格
高校卒業程度(男女共学)

●第二種電気工事士免状
卒業生には国家試験が免除され、
電気工事士免状が交付されます。

●技能士補資格
職業能力開発促進法第21条に
基づき、京都府知事より技能士
補資格が交付されます。（但し、
高卒以上の者に限る）

特 典

願 書 受 付 期 間

令和4年10月1日
～令和5年2月28日
●詳しくは当学院までお問い合わせ下さい。
　ホームページで詳細をご案内しています。

075-672-4311
http://www.kec-kyoto.com/

TEL
URL

経済産業大臣指定・京都府知事認定
職業訓練法人ケーイーシー

京 都 電 気 技 術 専 門 学 院
〒601-8021 京都市南区東九条宇賀辺町8-5 FAX.075-672-1947


